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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月17日(2020.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原油の投入物の流れを軽質留分と重質留分からなる送出物に分離するように構成された
原油分離ユニットと；
　前記重質留分から不純物を除去するように構成された水素化処理ゾーンと；
　前記水素化処理ゾーンからの水素化処理された流出物を、分離器塔頂物と分離器塔底物
とに分離するように構成された第１の分離ユニットと；
　軽質留分を改質器に供給する前に、前記分離器塔頂物から芳香族石油化学製品を抽出す
るように構成された芳香族抽出サブシステムと；
　前記分離器塔底物を、複数の生成物に分解するように構成された流動接触分解ユニット
と；を備える、
　システム。
【請求項２】
　前記芳香族抽出サブシステムは、溶媒抽出及び抽出蒸留のうちの１つ以上により、前記
分離器塔頂物の芳香族石油化学製品を前記分離器塔頂物の他の成分から分離するように構
成された芳香族抽出ユニットを備える、
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　請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記芳香族抽出サブシステムは、前記分離器塔頂物を改質物に変換するように構成され
た改質器を備え、前記芳香族抽出ユニットは、前記改質物を受け容れるように構成されて
いる、
　請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記改質物は、前記分離器塔頂物と比較して芳香族石油化学製品に富む、
　請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記芳香族抽出サブシステムは、前記改質器からの送出物を、前記改質物と副生成物留
分とに分離するように構成された第２の分離ユニットを備える、
　請求項３に記載のシステム。
【請求項６】
　前記副生成物留分を、水素と軽質ガスとに分離するように構成されたガス分離ユニット
を備える、
　請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記水素は前記水素化処理ゾーンへ提供される、
　請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記改質器は、水素化分解、異性化、脱水素環化、及び脱水素化のうちの１つ以上によ
り、前記分離器塔頂物を前記改質物に変換するように構成されている、
　請求項３に記載のシステム。
【請求項９】
　前記改質器は、芳香族石油化学製品の生産に触媒作用を及ぼすように構成された触媒を
備える、
　請求項３に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記分離器塔頂物の前記他の成分は、前記水素化処理ゾーンへ戻される、
　請求項２に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記芳香族抽出ユニットは、前記第２の分離ユニットから前記改質物を受け容れると共
に前記改質物と比較して芳香族化合物に富む送出物の流れを生成するように構成されてい
る、
　請求項５に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記芳香族抽出サブシステムは、前記送出物の流れを前記改質物に変換するように構成
された改質器を備え、前記芳香族抽出ユニットは、前記改質物を受け容れるように構成さ
れている、
　請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記水素化処理ゾーンからの流出物を、前記水素化処理ゾーンから送り出されたガスと
、前記水素化処理ゾーンから送り出された液体とに分離するように構成された第４の分離
ゾーンを備える、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項１４】
　重質留分を第１の留分と第２の留分とに分離するように構成された第５の分離ユニット
を備え、前記流動接触分解ユニットが前記第１の留分及び前記第２の留分を前記複数の生
成物に分解するように構成されている、
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　請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記水素化処理ゾーンから送り出されたガスを、水素と軽質ガスとに分離するように構
成されたガス分離ユニットを備える、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記水素は前記水素化処理ゾーンに提供される、
　請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記第１の分離ユニットはフラッシュ分離装置を備える、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記第１の分離ユニットは、物理的又は機械的に蒸気を液体から分離する分離装置を備
える、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記水素化処理ゾーンは、（ｉ）水素化脱金属触媒と；（ｉｉ）水素化脱芳香族、水素
化脱窒素、水素化脱硫、及び水素化分解の機能のうちの１つ以上を有する触媒と；のうち
の１つ以上を備える、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項２０】
　分解された重質留分を複数の流れに分離するように構成された精製ユニットを備え、各
流れは前記複数の生成物のうちの１つに対応する、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記複数の流れのうちの１つはオレフィン形の生成物に対応し、前記複数の流れのうち
の１つは軽質接触分解ガソリンに対応する、
　請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　原油分離ユニットにおいて、原油の投入物の流れを軽質留分と重質留分からなる送出物
に分離するステップと；
　水素化処理ゾーンにおいて、前記重質留分から不純物を除去するステップと；
　第１の分離ユニットにおいて、前記水素化処理ゾーンからの水素化処理された流出物を
、分離器塔頂物と分離器塔底物とに分離するステップと；
　芳香族抽出サブシステムにおいて、前記分離器塔頂物を改質器に供給する前に、前記分
離器塔頂物から芳香族石油化学製品を抽出するステップと；
　流動接触分解ユニットにおいて、前記分離器塔底物を複数のオレフィン系の生成物に分
解するステップと；を備える、
　方法。
【請求項２３】
　前記分離器塔頂物から芳香族石油化学製品を抽出するステップは、溶媒抽出及び抽出蒸
留のうちの１つ以上により、前記分離器塔頂物の前記芳香族石油化学製品を前記分離器塔
頂物の他の成分から分離するステップを備える、
　請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記分離器塔頂物から芳香族石油化学製品を抽出するステップは、前記分離器塔頂物を
改質器で改質物に変換するステップを備える、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記改質物は、前記分離器塔頂物と比較して芳香族石油化学製品に富む、
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　請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記改質器からの送出物を、前記改質物と副生成物留分とに分離するステップを備える
、
　請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記副生成物留分を、水素と軽質ガスとに分離するステップを備える、
　請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記水素を前記水素化処理ゾーンへ提供するステップを備える、
　請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記軽質ガスを熱分解区画へ提供するステップを備える、
　請求項２７に記載の方法。
【請求項３０】
　前記分離器塔頂物を改質物に変換するステップは、水素化分解、異性化、脱水素環化、
及び脱水素化のうちの１つ以上を行うステップを備える、
　請求項２４に記載の方法。
【請求項３１】
　前記分離器塔頂物の前記他の成分を前記水素化処理ゾーンへ戻すステップを備える、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項３２】
　前記分離器塔頂物から芳香族石油化学製品を抽出するステップは、前記分離器塔頂物と
比較して芳香族化合物に富む送出物の流れを生成するステップを備える、
　請求項２３に記載の方法。
【請求項３３】
　前記水素化処理ゾーンからの前記分離器塔頂物を、水素と軽質ガスとに分離するステッ
プを備える、
　請求項２２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記水素を前記水素化処理ゾーンに提供するステップを備える、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記分解された分離器塔底物を複数の流れに分離するステップを備え、各流れは前記複
数の生成物のうちの１つに対応する、
　請求項２２に記載の方法。
【請求項３６】
　前記複数の流れのうちの１つはオレフィン形の生成物に対応し、前記複数の流れのうち
の１つは軽質接触分解ガソリンに対応する、
　請求項３５に記載の方法。
　
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　他の実施も下記の特許請求の範囲に含まれる。
［第１の局面］
　原油から不純物を除去するように構成された水素化処理ゾーンと；



(5) JP 2020-514473 A5 2021.2.4

　前記水素化処理ゾーンから送り出された液体を、軽質留分と重質留分とに分離するよう
に構成された第１の分離ユニットと；
　前記軽質留分から芳香族石油化学製品を抽出するように構成された芳香族抽出サブシス
テムと；
　前記重質留分を、複数の生成物に分解するように構成された流動接触分解ユニットと；
を備える、
　システム。
［第２の局面］
　前記芳香族抽出サブシステムは、溶媒抽出及び抽出蒸留のうちの１つ以上により、前記
軽質留分の芳香族石油化学製品を前記軽質留分の他の成分から分離するように構成された
芳香族抽出ユニットを備える、
　第１の局面に記載のシステム。
［第３の局面］
　前記芳香族抽出サブシステムは、前記軽質留分を改質物に変換するように構成された改
質器を備え、前記芳香族抽出ユニットは、前記改質物を受け容れるように構成されている
、
　第２の局面に記載のシステム。
［第４の局面］
　前記改質物は、前記軽質留分と比較して芳香族石油化学製品に富む、
　第３の局面に記載のシステム。
［第５の局面］
　前記芳香族抽出サブシステムは、前記改質器からの送出物を、前記改質物と副生成物留
分とに分離するように構成された第２の分離ユニットを備える、
　第３の局面又は第４の局面に記載のシステム。
［第６の局面］
　前記副生成物留分を、水素と軽質ガスとに分離するように構成されたガス分離ユニット
を備える、
　第５の局面に記載のシステム。
［第７の局面］
　前記水素は前記水素化処理ゾーンへ提供される、
　第６の局面に記載のシステム。
［第８の局面］
　前記軽質ガスは前記熱分解区画へ提供される、
　第６の局面又は第７の局面に記載のシステム。
［第９の局面］
　前記改質器は、水素化分解、異性化、脱水素環化、及び脱水素化のうちの１つ以上によ
り、前記軽質留分を前記改質物に変換するように構成されている、
　第３の局面乃至第８の局面のいずれかに記載のシステム。
［第１０の局面］
　前記改質器は、芳香族石油化学製品の生産に触媒作用を及ぼすように構成された触媒を
備える、
　第３の局面乃至第９の局面のいずれかに記載のシステム。
［第１１の局面］
　前記軽質留分の前記他の成分は、前記水素化処理ゾーンへ戻される、
　第２の局面乃至第１０の局面のいずれかに記載のシステム。
［第１２の局面］
　前記芳香族抽出ユニットは、前記第２の分離ユニットから前記軽質留分を受け容れると
共に前記軽質留分と比較して芳香族化合物に富む送出物の流れを生成するように構成され
ている、
　第２の局面乃至第１１の局面のいずれかに記載のシステム。
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［第１３の局面］
　前記芳香族抽出サブシステムは、前記送出物の流れを改質物に変換するように構成され
た改質器を備え、前記芳香族抽出ユニットは、前記改質物を受け容れるように構成されて
いる、
　第１２の局面に記載のシステム。
［第１４の局面］
　原油の投入物の流れを軽質原油留分と重質原油留分とに分離するように構成された第３
の分離ゾーンを備え、前記水素化処理ゾーンは、前記重質原油留分から不純物を除去する
ように構成されている、
　第１の局面乃至第１３の局面のいずれかに記載のシステム。
［第１５の局面］
　前記水素化処理ゾーンからの流出物を、前記水素化処理ゾーンから送り出されたガスと
、前記水素化処理ゾーンから送り出された前記液体とに分離するように構成された第４の
分離ゾーンを備える、
　第１の局面乃至第１４の局面のいずれかに記載のシステム。
［第１６の局面］
　前記重質留分を第１の留分と第２の留分とに分離するように構成された第５の分離ユニ
ットを備え、前記流動接触分解ユニットが前記第１の留分及び前記第２の留分を前記複数
の生成物に分解するように構成されている、
　第１の局面乃至第１５の局面のいずれかに記載のシステム。
［第１７の局面］
　前記水素化処理ゾーンから送り出されたガスを、水素と軽質ガスとに分離するように構
成されたガス分離ユニットを備える、
　第１の局面乃至第１６の局面のいずれかに記載のシステム。
［第１８の局面］
　前記水素は前記水素化処理ゾーンに提供される、
　第１７の局面に記載のシステム。
［第１９の局面］
　前記第１の分離ゾーンはフラッシュ分離装置を備える、
　第１の局面乃至第１８の局面のいずれかに記載のシステム。
［第２０の局面］
　前記第１の分離ゾーンは、物理的又は機械的に蒸気を液体から分離する分離装置を備え
る、
　第１の局面乃至第１９の局面のいずれかに記載のシステム。
［第２１の局面］
　前記水素化処理ゾーンは、（ｉ）水素化脱金属触媒と；（ｉｉ）水素化脱芳香族、水素
化脱窒素、水素化脱硫、及び水素化分解の機能のうちの１つ以上を有する触媒と；のうち
の１つ以上を備える、
　第１の局面乃至第２０の局面のいずれかに記載のシステム。
［第２２の局面］
　前記分解された重質留分を複数の流れに分離するように構成された精製ユニットを備え
、各流れは前記複数の生成物のうちの１つに対応する、
　第１の局面乃至第２１の局面のいずれかに記載のシステム。
［第２３の局面］
　前記複数の流れのうちの１つはオレフィン形の生成物に対応し、前記複数の流れのうち
の１つは軽質接触分解ガソリンに対応する、
　第２２の局面に記載のシステム。
［第２４の局面］
　水素化処理プロセスにより、原油から不純物を除去するステップと；
　前記水素化処理プロセスから送り出された液体を、軽質留分と重質留分とに分離するス
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テップと；
　前記軽質留分から芳香族石油化学製品を抽出するステップと；
　流動接触分解プロセスにより、前記重質留分を複数のオレフィン系の生成物に分解する
ステップと；を備える、
　方法。
［第２５の局面］
　前記軽質留分から芳香族石油化学製品を抽出するステップは、溶媒抽出及び抽出蒸留の
うちの１つ以上により、前記軽質留分の芳香族石油化学製品を前記軽質留分の他の成分か
ら分離するステップを備える、
　第２４の局面に記載の方法。
［第２６の局面］
　前記軽質留分から芳香族石油化学製品を抽出するステップは、前記軽質留分を改質器で
改質物に変換するステップを備える、
　第２５の局面に記載の方法。
［第２７の局面］
　前記改質物は、前記軽質留分と比較して芳香族石油化学製品に富む、
　第２６の局面に記載の方法。
［第２８の局面］
　前記改質器からの送出物を、前記改質物と副生成物留分とに分離するステップを備える
、
　第２７の局面に記載の方法。
［第２９の局面］
　前記副生成物留分を、水素と軽質ガスとに分離するステップを備える、
　第２８の局面に記載の方法。
［第３０の局面］
　前記水素を前記水素化処理ゾーンへ提供するステップを備える、
　第２９の局面に記載の方法。
［第３１の局面］
　前記軽質ガスを前記熱分解区画へ提供するステップを備える、
　第２９の局面又は第３０の局面に記載の方法。
［第３２の局面］
　前記軽質留分を改質物に変換するステップは、水素化分解、異性化、脱水素環化、及び
脱水素化のうちの１つ以上を行うステップを備える、
　第２６の局面乃至第３１の局面のいずれかに記載の方法。
［第３３の局面］
　前記軽質留分の前記他の成分を前記水素化処理プロセスへ戻すステップを備える、
　第２５の局面乃至第３２の局面のいずれかに記載の方法。
［第３４の局面］
　前記軽質留分から芳香族石油化学製品を抽出するステップは、前記軽質留分と比較して
芳香族化合物に富む送出物の流れを生成するステップを備える、
　第２５の局面乃至第３３の局面のいずれかに記載の方法。
［第３５の局面］
　原油の投入物の流れを軽質原油留分と重質原油留分とに分離するステップを備え、前記
原油から不純物を除去するステップは、前記重質原油留分から不純物を除去するステップ
を備える、
　第２４の局面乃至第３４の局面のいずれかに記載の方法。
［第３６の局面］
　前記水素化処理プロセスからの流出物をガスと前記液体とに分離するステップを備える
、
　第２４の局面乃至第３５の局面のいずれかに記載の方法。
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［第３７の局面］
　前記水素化処理プロセスから送り出されたガスを、水素と軽質ガスとに分離するステッ
プを備える、
　第２４の局面乃至第３６の局面のいずれかに記載の方法。
［第３８の局面］
　前記水素を前記水素化処理プロセスに提供するステップを備える、
　第３７の局面に記載の方法。
［第３９の局面］
　前記分解された重質留分を複数の流れに分離するステップを備え、各流れは前記複数の
生成物のうちの１つに対応する、
　第２４の局面乃至第３８の局面のいずれかに記載の方法。
［第４０の局面］
　前記複数の流れのうちの１つはオレフィン形の生成物に対応し、前記複数の流れのうち
の１つは軽質接触分解ガソリンに対応する、
　第３９の局面に記載の方法。
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